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 小学６年生を対象に実施された「全国学力・学習状況調査」の結果とその分析から見えてきた本校児童の特徴

と課題についてお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【正答率の高かった設問】 

☆必要なことを質問し，話し手が伝えたいことや自分が聞き

たいことの中心を捉える問題。 

→話し合いのやり取りの場面を踏まえ，中村さんが聞きたか

ったことの中心が「ペンキをぬり直すことが，公園をきれ

いにすることにつながる理由」であることをとらえる問題

です。国語に限らず，学級活動や総合的な学習の時間など，

様々な授業の中で話し合い活動を行う機会を設定し，適切

な指導を行ってきた成果と考えられます。 

【課題がみられた設問】 

☆表現の効果を考える問題。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対策】 

☆文学作品の学習において，読んでイメージした人物像や物

語の全体像と関わらせながら，そこに書かれた表現が読み

手に与える効果について，自分の考えを持つ機会を多く組

み込んでいきます。 

 

【正答率の高かった設問】 

☆カップケーキ７個分の値段を，１４７０÷３で求

めることができるわけを説明する問題。 

→問題文に示された場面を理解し，除法で求めるこ

とができる理由を言葉や数を用いて記述できるか

どうかを見る問題です。授業で算数用語等を用い

て理由を説明したり，式を立てた理由の説明を文

にまとめたりしてきた成果と考えられます。 

【課題がみられた設問】 

☆数量が変わっても，割合は変わらないことを理解

しているかどうかを見る問題。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対策】 

☆果汁が 20％含まれている飲み物を二人で等しく

分けたとき，飲み物の量は1/2になるが，一人分

の飲み物に含まれている果汁の割合は変わらない

ことを理解していることが必要です。このように

日常の具体的な場面に対応させながら，「数量が変

わっても，割合は変わらない。」などの，割合の性

質について理解できるようにしていきます。 

今年度は４月１９日に実施。 

 国語，算数，理科の３教科とも，まだまだ伸びしろを感じる結果となっています。基礎・基本を確実に積み上げる

と同時に，話し合いながら疑問を解決し，分かったことを授業のふりかえりなどの文章の中でまとめるなどの活動を

ていねいに行い，思考力・判断力あるいは表現力などを育んでいきます。 

 ・国語･･･ 話し合いの中で，友達の発言の意図などは理解できています。しかし立場や意図を明確にしながら自分

が話す内容をまとめることには課題があります。授業の中での話し合いの進め方を改善していきます。 

 ・算数･･･ プログラミング学習などの新しい学びにも対応できています。ただ,これまでの学習とのつながりにお

いて不十分な部分があるので,これまでの学習と同じ部分や違う部分を意識させて指導していきます。 

 ・理科･･･ 理科で学習したことは将来役に立つと考える児童の割合が多いです。しかし，学力面では不十分な部分

があります。身の回りの自然事象から【問題】を見いだす活動をていねいに行っていきます。 
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２(３)りんごの果汁が20％ふくまれている飲み物が 

500mⅬあります。この飲み物を２人で等しく分 

けると，1人分は250mⅬになります。250mⅬの 

飲み物にふくまれている果汁の割合について， 

次のようにまとめます。 

     250mⅬは，500mⅬの 1/2の量です。 

  このとき，     ○ア       

○アにあてはまる文を下の１から３までの中から 

１つ選んで，その番号を書きましょう。 

 １ 飲み物の量が1/2 になると，果汁の割合も 1/2。 

２ 飲み物の量が 1/2 になると，果汁の割合は２倍。 

３ 飲み物の量が 1/2 になっても，果汁の割合は変 

わらない。    ・・・正解は３ 

こ
の
物
語
は
・
・
・
そ
し
て
、
最
後
の
一
文
「
た
だ
、

透
明
な
空
の
青
さ
の
中
で
、
ス
ス
キ
の
穂
波
が
銀
色
に

光
り
、
風
に
そ
よ
い
で
い
る
だ
け
だ
っ
た
。」 

は
、 

Ｂ 

・
・
・ 



【正答率の高かった設問】 

☆見いだされた問題をもとに，観察の記録がだれの

ものであるかを選ぶ問題。 

→ナナホシテントウの観察記録をもとに，記録者が

誰か（どの【問題】について調べようとしているか）

を考える問題です。理科では【問題】を解決するま

での実験・観察などの道筋を構想し，自分の考えを

持つことが求められます。これからもそれぞれが

自分の【問題】を持つこと，その解決のために実験

や観察の見通しを立てることを大切にします。 

【課題がみられた設問】 

☆凍った水溶液について，試してみたいことをもと

に，見いだされた【問題】（=疑問）を書く問題。 

 

 

 

 

 

 

 

 
【対策】 

☆自然事象やそれぞれの児童の気づきから，違う点

や同じ点を比べて自然事象の規則性を把握しよう

としたり，観察・実験の方法を見通したりすること

が大切です。この設問のように，友達の気づきや疑

問から【問題】を見い出せるような授業展開を大切

にしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

・地域の行事に参加する児童が８割近くにのぼり，地域や社会をよくするために考えている児童が多いです。 

・自分に自信を持ち，人の役に立ちたいと考える児童が多く見られることも大変よい傾向です。 

自分に自信がある！ 

今後も教職員一同が力を合わせ，［学校教育目標］「広い視野と豊かな心を持ち，心も体も健康

で，自ら学ぶ子の育成」に努めてまいります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

「自己有用感」はすべての活動のエネルギ

ー源です。家族，友達，先生など，自分の

まわりに認めてくれる人が多いほど，自信

を持ち，自ら伸びようとします。 

「自己有用感」を持った児童は，学校のリー

ダーとして，また家族や地域社会の一員とし

ても活躍の場を求めています。周りへの感謝

を忘れずに，持てる力を発揮してほしいです。 

人の役に立ちたい！ 

【課題】 

学習に関して小学校で最も大切なことは学習の習慣付けです。低学年では与えられた課題にしっかり

取り組み，やがて高学年ともなれば自分の得意や苦手を理解し，自分で対策を考え，自主的に学習を

進めたいですね。ICTによる学びや学習コンテストなどに向けた計画的な学びを支援していきます。 

自分にはよいところがあると思いますか。 

計画的に学習をすすめること 最後までやり遂げているか？ 

家で，自分で計画を立てて勉強（授業の予習・ 

復習を含む）をしていますか。 

自分でやると決めたことは，やり遂げるようにし

ていますか。 

「当てはまる」＆「ど

ちらかといえば当

てはまる」の割合 

と答えた割合 

「当てはまる」＆「ど

ちらかといえば当

てはまる」の割合 

と答えた割合 

人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 

「当てはまる」,「ど

ちらかといえば当

てはまる」の割合 

 

２(４) たろうさんたちは砂糖水や食塩水で実験して

います。砂糖水をこおらせた物は，紅茶に入れる

としずみました。 

たろうさん：水をこおらせた物は紅茶にうくのに…。 

りかこさん：水に入れても砂糖水をこおらせた物はしずんだよ。 

はるとさん：砂糖水をこおらせた物だからしずんだのかな。 

砂糖水ではない，ほかの水よう液をこおらせた物 

でも試してみたいね。 

 → はるとさんは，試してみたいことをもとに【問題】 

を見つけました。はるとさんはどのような【問題】

を見つけたと考えられますか。 

その【問題】を１つ書きましょう。 

正答例 

「ほかの水よう液をこおらせた物は，水にしずむのだろうか。」  

「当てはまる」,「どちらかとい

えば当てはまる」の割合 


